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2章～第 4章までが前者、第 5章～第 7章までが後者の課題と対応した内容となっている。 
2.2 日本語教育における評価と実践研究、そして教育観の乖離・消失 
では、日本語教育における「評価」と「実践研究」は、これまでいかに位置づけられて
きたのか。この問いに対して、第 2 章および第 3 章では、学術誌『日本語教育』を対象と
した文献調査および内容分析の結果が示されている。 








られている論文は、計 150 本（全体の約 10％）に過ぎないとされる（p. 45）。更に、「実
践研究」にとって重要な教師自身の教育観を明確に示しているもの、教育観の実現として
の具体的な教育実践のプロセスのデータを開示した上で、次の実践へとつないでいく示唆













































認識はいかにして生成されているのか。本書後半（第 5 章～第 7 章）では、実践を通じて
これらの問いに答え、またその答えを実践へと還元する中で新たな実践の理論を打ち立て
ていくという、著者にとっての「実践研究」のプロセスが余すところなく示されている。 



























































































（やまもと しんや 早稲田大学大学院日本語教育研究科・博士後期課程） 
135
書　評
